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１，全体事業概要

２，平成２６年度予算
（単位：百万円）

一般河川改修事業 681.0 730.0 93%

工作物関連応急対策事業 176.0 151.0 117%

一般河川改修事業 285.0 292.0 98%

工作物関連応急対策事業 28.0 31.0 90%

総合水系環境整備事業費 14.0 10.0 140%

一般河川改修事業 966.0 1,022.0 95%

工作物関連応急対策事業 204.0 182.0 112%

総合水系環境整備事業費 14.0 10.0 140%

※本表は、工事諸費を除いている

②
平成２５年度
当初予算

［①／②］
対前年度比

六
角
川

松
浦
川

合
計

武雄河川事務所　平成２６年度の事業費

　国土交通省武雄河川事務所は、佐賀県内の一級河川のうち六角川と松浦
川の整備、管理を担当しています。
　これらの河川は、社会生活を潤し自然を育んでいますが、時には災害を
引き起こし大変な脅威となることがあります。
　武雄河川事務所では、災害から住民の皆様の生活を守るために、自然環
境に配慮しつつ河川の整備を行っています。
 
　

予算区分・費目
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： 佐賀県多久市・小城市

： 平成２６年度

： 築堤、堰改築等
平 成 ２ ６ 年 度
実 施 内 容

事業の概要

場 所

予 定 工 期
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地区　河川改修事業
～ 堰の改築等による治水安全度の向上 ～

事業の目的

　平成21年7月中国・九州北部豪雨により牛津川において計画高水位（ＨＷＬ）を
大幅に超える出水（平成２年出水に次ぐ既往第２位の水位を記録）が発生しまし
た。牛津川中下流部においては、堤防の上面まであとわずかのところまで水位が
上昇、水防団による土のう積みがおこなわれるなど、堤防が決壊する寸前の状況
となりました。
　このため、平成21年7月洪水の災害対応として当面重点的に牛津川の整備（堰改
築、引堤等）を実施することにより、治水安全度の向上を図ります。
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： 平成２６年度

：
平 成 ２ ６ 年 度
実 施 内 容

河道掘削等

事業の概要

場 所

予 定 工 期
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地区　河川改修事業
～ 河道掘削による治水安全度の向上 ～

事業の目的

　松浦川流域は、洪水に対する安全度が低く、平成２年７月出水、平成２１
年７月出水により、度々洪水被害を被っています。
　このため、当該箇所において河道掘削を実施することにより、治水安全度
の向上を図ります。
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平成26年度実施分

●樋管空洞化対策：１箇所
●開閉機電動化：４箇所

●樋管空洞化対策：２箇所
●機器更新　：２箇所

松浦川
水系

六角川
水系

河川工作物関連応急対策事業

事業の目的

事業の概要

　本事業は、平成24年度より平成28年度の５カ年間で主に河川構造物（樋管、水
門、排水機場）周辺堤防の不等沈下等により発生した空洞を充填する空洞化対策や
樋管・水門等の樋管操作環境改善の対策としてゲート開閉機の電動化等を実施しま
す。

水系名 主な河川工作物関連応急対策事業の内容

ゲート開閉機電動化

取替後

エンジン式から
電動式へ

電動化により、ゲート開閉が早くなるとと
もに、騒音抑制等の操作環境の向上を図
ります。
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［空洞化イメージ］

空洞化

空洞化に伴う函体内の破損

函体内の破損状況

補修後補修前



：

： 平成２６年度～

：
平成２６年度
実 施 内 容

管理用通路等
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地区　総合水系環境整備事業

事業の目的

　駒鳴地区においては、捷水路の整備により旧川となった区間があり、旧川は捷水路
の整備前と比べ流れが遅くなり、土砂の堆積や水質の悪化といった河川環境への影響
が懸念されている。
　そこで、平常時においても、ある程度の流れを確保することで豊かな河川環境を保
持し、また、水辺に近づきふれあうことができるよう低水路を複断面形状とし、さら
に河川管理や住民の散策がしやすくなるよう管理用通路を整備することで周遊出来る
ようにする。

事業の概要
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階段（親水護岸）

芝生広場


